
■加須市スポーツ施設整備計画（素案）　パブリックコメントによる意見及び市の対応

№
意見

提出年月日
意見

提出方法
意見

提出者
意見

意見の
反映

市の考え方 担当課
掲載

(該当)
ﾍﾟｰｼﾞ

1 R7.12.9 電子メール 市民

　公営弓道場は、弓道知識のない設計により「射者と的の距離」だけで設計されがち
なので、経験者、利用者の意見を踏まえた設計をお願いします。
具体的には、射者前側には競技の指導、安全を監督する「範士席スペース」が必要で
す。射者の的方向の逆側には競技礼法のスペースと次射者たちの控えスペース、更に
三の立ち控えスペースや入退場スペース、上部への高さ確保が必要になります。射者
背中側には矢取り通路スペース、的設置場所両端または片側に的中判断の為の看的
小屋スペースも必要になります。 
 

反映しない

　本計画は、本市のスポーツ施策を推進する拠点となるスポーツ施設の整備の
方向性を示すものです。
　本計画は、施設の老朽化状況等を踏まえ、施設の再配置や整備の基本方針を
定め、既存体育館の再編後のイメージ図を示したものです。
　いただいたご意見については、本計画には反映しないものの今後の参考とさ
せていただきます。

スポーツ振興
課

Ｐ５５、Ｐ56、Ｐ
５８

2 R7.12.16 電子メール 市民

　騎西総合体育館に弓道を含む武道専用施設を新設する方針が明記されていること
に強く賛同します。 
 　加須市にはこれまで弓道が行える場がなく、同じ計画の中で「長期的にはスポーツ
の中核施設の整備を検討する」とされていることから、弓道場を備えた武道場につい
ては、将来構想ではなく優先度の高い具体事業として早期に位置付けるべきと考えま
す。 
 　弓道は年齢や体力差の影響が比較的小さく、生涯スポーツ・健康づくりの理念に合
致する種目であり、弓道場整備は上位計画の具体化といえます。また、近隣にも公的
弓道場がない現状を踏まえると、広域的な受け皿となり、一定の利用収入や交流人口
の増加も期待できます。 
 　「公共施設等総合管理計画」では、人口減少と税収減を背景に、老朽化施設の解体や
統廃合、体育館機能の集約が示されており、北川辺体育館や大利根文化体育館は多
目的広場への転用が検討されています。 屋内競技の拠点として位置付けられる騎西
総合体育館に、武道専用施設を併設することは、施設総量の適正化と武道ニーズへの
対応を両立させるものと考えます。 
 　騎西総合体育館の再編後イメージとして、1階に剣道場・柔道場、2階（屋上）に6人
立の弓道場（近的場）を備えた武道場を新設する構想が示されており、単なる理念で
はなく、具体的な空間計画が既に描かれています。 
 　整備に当たっては、加須市の弓道団体から射場・安土・安全設備・控室等に関する実
務的な意見を聴取し、競技・指導・大会運営に十分対応できる仕様とすることを強く
要望します。 
　武道場の配置については、水辺に近く土壌改良費用が想定される案2ではなく、駐
車場の一部削減を前提としつつ条件の良い案1をベースとして、弓道場を備えた武道
専用施設の整備を早期に進めていただきたいと考えます。 
 　本計画における弓道場を含む武道館整備を、将来構想ではなく優先度の高い具体
事業として明確に位置付け、早期実現を強く要望いたします。

反映しない

　本計画は、本市のスポーツ施策を推進する拠点となるスポーツ施設の整備の
方向性を示すものです。
　本計画は、施設の老朽化状況等を踏まえ、今後のスポーツ施設のあり方を検
討し、市民の主体的な健康・スポーツ活動を支える環境を整備するための基本
的な方針として策定するものであります。
　いただいた意見については、本計画には反映しないものの今後の参考とさせ
ていただきます。

スポーツ振興
課

Ｐ２、Ｐ３、Ｐ５
５，Ｐ５６，Ｐ５８

3 R7.12.23 電子メール 市民
　武道場が早々に着工されることを願っております。 
　58ページの案1では駐車場が狭くなっています。射会を開くとかなりの人数が集ま
りますので、案2の方が良いように考えます。 早く練習できるよう願っております。

反映しない

　本計画は、本市のスポーツ施策を推進する拠点となるスポーツ施設の整備の
方向性を示すものです。
　本計画は、施設の老朽化状況等を踏まえ、施設の再配置や整備の基本方針を
定め、既存体育館の再編後のイメージ図を示したものです。
　いただいたご意見については、本計画には反映しないものの今後の参考とさ
せていただきます。

スポーツ振興
課

Ｐ５５、Ｐ56、Ｐ
５８

4 R7.12.29 電子メール 市民

　武道館内に弓道場の施設が計画されているのを拝見しとても喜んでおります。加須
市には弓道場がなくまた近隣の市にも施設が少なく、やりたいと思っていても二の足
を踏んでおりました。アニメの影響で興味がある人も多いと聞きますが、やはり施設
がないと無理なのかなと思っている方も多いようです。
　夜間にできる施設があると、平日日中働いている身としてはうれしく思います。
　近隣の市にも弓道場がないので、加須市にできればそちらからの利用者も見込める
と思います。
　また、施設的にある程度満たしていれば県主催の行事等も行うこともあるかもしれ
ません。そうなると加須市に来ていただくきっかけにもなると思います。

反映しない

　本計画は、本市のスポーツ施策を推進する拠点となるスポーツ施設の整備の
方向性を示すものです。
　本計画は、施設の老朽化状況等を踏まえ、施設の再配置や整備の基本方針を
定め、既存体育館の再編後のイメージ図を示したものです。
　いただいたご意見については、今後の参考とさせていただきます。

スポーツ振興
課

Ｐ５５、Ｐ56、Ｐ
５８

【意見の反映】

・反映済　⇒　意見が既に反映されているもの

・反映する　⇒　意見を反映するもの

・一部反映する　⇒　意見の一部を反映するもの

・反映しない　⇒　検討した結果、反映せず、意見として承るもの

資料１－２
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5 R7.12.31 電子メール 市民

　市内に弓道場を作ってほしいです。
　弓道の良さは生涯スポーツとして高齢になっても若者と一緒に楽しむことができる
こと、日本の良さ　行儀　作法　礼節等を身をもって体験できるスポーツであること。
　加須市の良さを弓道を通じて県内に広めるよい場所としても弓道場が作られること
を望みます。

反映しない

　本計画は、本市のスポーツ施策を推進する拠点となるスポーツ施設の整備の
方向性を示すものです。
　本計画は、施設の老朽化状況等を踏まえ、施設の再配置や整備の基本方針を
定め、既存体育館の再編後のイメージ図を示したものです。
　いただいたご意見については、本計画には反映しないものの今後の参考とさ
せていただきます。

スポーツ振興
課

Ｐ５５、Ｐ56、Ｐ
５８

6 R8.1.3 電子メール 市民

　隣接市町にある弓道場は、公益財団法人全日本弓道連盟(以下、全弓連という。)の
弓道競技運営要領(以下、運営マニュアルという。)が制定される前から設営されたも
のが多く、基準にあっているものは、近的競技においては、射位(本座)から的までの
距離以外は整備されていません。
　全弓連の主催する審査会場等においても同様です。
　弓道場設置に当たっては、運営マニュアルを基準として整備され４０年後、５０年後
改築することなく利用でき、加須市で弓道競技や弓道審査が行われ県内はもとより隣
接県からの来訪者があることが期待されます。
　案➀北側を支持します。
　西側は、時間帯により射手の視線に直射日光が入り的が見えなくなる。

反映しない

　本計画は、本市のスポーツ施策を推進する拠点となるスポーツ施設の整備の
方向性を示すものです。
　本計画は、施設の老朽化状況等を踏まえ、施設の再配置や整備の基本方針を
定め、既存体育館の再編後のイメージ図を示したものです。
　いただいたご意見については、本計画には反映しないものの今後の参考とさ
せていただきます。

スポーツ振興
課

Ｐ５５、Ｐ56、Ｐ
５８

7 R8.1.4 電子メール 市民

　弓道場の施設が出来る事をとても望んでおります。
　高校の部活で弓道をやっており、50歳を過ぎて健康の為、弓道を再開しようと思い
ましたが、加須市には弓道場が無く、近くで気軽に通える弓道場も無く弓道を諦めま
したが、加須市の広報で弓道教室があるのを知り、弓道を再開する事ができました。
弓道場が出来れば、健康の為に経験者の方はもちろん、弓道に興味のあるお子様や学
生さんなども利用していただけると思います。
また、近隣市にも弓道場は無いので、市外の方々も利用していただけると思います。
弓道の大会を開催すれば、県内はもちろん色々な地域の方々が参加して下さり、加須
市を知って下さるきっかけになると思います。

反映しない

　本計画は、本市のスポーツ施策を推進する拠点となるスポーツ施設の整備の
方向性を示すものです。
　本計画は、施設の老朽化状況等を踏まえ、施設の再配置や整備の基本方針を
定め、既存体育館の再編後のイメージ図を示したものです。
　いただいたご意見については、本計画には反映しないものの今後の参考とさ
せていただきます。

スポーツ振興
課

Ｐ５５、Ｐ56、Ｐ
５８

8 R8.1.5 電子メール 市民

　加須市は平成16年よりクライミングの街として、数多くの国内大会、国際大会を行
なっています。また、リードとボルダーの２種目でワールドカップ開催の経験がありま
す。この伝統を守り・育み・次世代へ継承発展させることは、加須市の恒久的な知名度
向上や魅力アピールに大きく寄与すると考えます。
　この計画において、スポーツクライミング場のイメージが明記されておりますが、よ
り効果的なインフラにするための意見として、
(A)ボルダー、リード、スピードの３種目で大会を開催するために必要な施設の要件
　●ボルダー　高さ4.5から5メートル　幅30メートル程度　（仮設壁も可）
　●リード　高さ12メートル以上　幅12メートル程度
　●スピード　高さ15メートル　幅6から7メートル（2レーンで)
(B)運営・観戦スペースの確保
　ジャパンカップやワールドカップは運営費の一部を観戦料で賄うなど興業的観点か
ら、観覧スペースの確保が必須と言えます。常設的な観客席が必要な訳ではなく、そ
の都度、仮設の観客席を設置しているのが現状です。天候に関わらず観戦できる環境
があれば理想的だと思います。
　(A)につきましては、リードとスピードの壁面は横幅に留意して建設すべきです。ボ
ルダーの壁は常設であれば素晴らしいですが、仮設でも良いと思います。(B)につき
ましては観覧スペースが確保出来ていないため、屋根付き多目的施設内部に壁を設
置するか、観覧スペースの確保が必要だと考えます。

反映しない

　本計画は、本市のスポーツ施策を推進する拠点となるスポーツ施設の整備の
方向性を示すものです。
　本計画は、施設の老朽化状況等を踏まえ、施設の再配置や整備の基本方針を
定め、既存体育館の再編後のイメージ図を示したものです。
　いただいたクライミング施設についてのご意見は、本計画には反映しないも
のの今後の参考とさせていただきます。

スポーツ振興
課

P57

9 R8.1.5 持参 市民

　加須市在住ですが、市外の弓道連盟に加入し活動しております。
弓道場が無い為、高等学校を借りていますが、利用日が限られます。
市内に弓道場が設立されれば自由時間の練習が可能になります。
　加須市に是非とも弓道場の設立を要望するものであります。

反映しない

　本計画は、本市のスポーツ施策を推進する拠点となるスポーツ施設の整備の
方向性を示すものです。
　本計画は、施設の老朽化状況等を踏まえ、施設の再配置や整備の基本方針を
定め、既存体育館の再編後のイメージ図を示したものです。
　いただいたご意見については、本計画には反映しないものの今後の参考とさ
せていただきます。

スポーツ振興
課

Ｐ５５、Ｐ56、Ｐ
５８
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10 R8.1.6 持参 市民
　弓道を初め、人との関わりや活動も増え、体力もつきました。若い人はもちろん年を
とっても元気に活動できます。弓道場の建設を望みます。

反映しない

　本計画は、本市のスポーツ施策を推進する拠点となるスポーツ施設の整備の
方向性を示すものです。
　本計画は、施設の老朽化状況等を踏まえ、施設の再配置や整備の基本方針を
定め、既存体育館の再編後のイメージ図を示したものです。
　いただいたご意見については、本計画には反映しないものの今後の参考とさ
せていただきます。

スポーツ振興
課

Ｐ５５、Ｐ56、Ｐ
５８

11 R8.1.6 電子メール 市民

　弓道場の新設に賛成します。
　弓道は、こどもから高齢者まで幅広い年齢層でできるスポーツです。
　市内の高校でも弓道部がありますが、卒業後、市内には弓道場がないので活動を続
ける事はできません。市外での活動を余儀なくされます。
　加須市周辺にも弓道場は少ないので、整備ができれば周辺地域の弓道人も利用す
ると思います。昇段審査や大会なども誘致できるかもしれません。
　弓道は健康寿命が延びるといわれる武道です。
　弓道場建設をお願いいたします。

反映しない

　本計画は、本市のスポーツ施策を推進する拠点となるスポーツ施設の整備の
方向性を示すものです。
　本計画は、施設の老朽化状況等を踏まえ、施設の再配置や整備の基本方針を
定め、既存体育館の再編後のイメージ図を示したものです。
　いただいたご意見については、本計画には反映しないものの今後の参考とさ
せていただきます。

スポーツ振興
課

Ｐ５５、Ｐ56、Ｐ
５８

12 R8.1.6 電子メール 市民

　弓道は「静のスポーツ」の代表格であり、激しい息切れを伴わない競技です。心肺機
能への負担が少ないという点は、非常に大きな「戦略的メリット」となります。
　弓道は心拍数を急激に上げることなく、「正しい姿勢」と「深い呼吸」を追求する武道
です。
　激しい有酸素運動や過度な負荷がかからないため、心疾患のリスクがある方や、血
圧が気になる方でも、主治医の相談のもとで安心して取り組めます。「スポーツ＝苦し
い」という概念を覆す運動強度です。
　弓を引く動作は、筋肉の長さを変えずに力を発揮する「アイソメトリック（等尺性収
縮）」に近い運動です。心臓に負担をかけず、体幹や背中の大きな筋肉を効率よく鍛え
られ、姿勢改善や基礎代謝の向上に寄与します。
　息を切らさない代わりに、弓道では「腹式呼吸（息合い）」を重視します。深い呼吸を
維持することで副交感神経が優位になり、心身のリスク管理と同時にストレス低減（メ
ンタルケア）が可能です。
　弓道は「一生モノ」の自己管理術です。心臓を追い込んで結果を出すスポーツではあ
りません。「穏やかな鼓動の中で、いかに自分を律するか」を競う、知的で健康的な武
道です。「激しい運動はできないが、心身を鍛え、背筋の伸びた美しい立ち振る舞いを
手に入れたい。」そんな願いを持つ方にとって、弓道は最高の選択肢となります。
　心身の健康を促進するために、弓道場を設立を希望します。

反映しない

　本計画は、本市のスポーツ施策を推進する拠点となるスポーツ施設の整備の
方向性を示すものです。
　本計画は、施設の老朽化状況等を踏まえ、施設の再配置や整備の基本方針を
定め、既存体育館の再編後のイメージ図を示したものです。
　いただいたご意見については、本計画には反映しないものの今後の参考とさ
せていただきます。

スポーツ振興
課

Ｐ５５、Ｐ56、Ｐ
５８

　弓道は、年齢、性別、体力、障がいの有無などの制限が少なく、誰にでもでき、⾧く継
続して多世代で行うことができる生涯スポーツである。
　また、日常生活の動作が基本であり、姿勢を正しく整えることにより、体幹・手足・腰
が鍛えられ（＝全身が鍛えられる）、生活するための体力維持が可能になり、身体的自
立が期待できる。さらに、日本武道の精神を重んじ、動作に対しての理屈を理解し手
順を覚えることも必要であるため、相手を慈しむ心を養い、礼節を学び、広い年齢層
とのコミュニケーションを取り、理論を積み重ねる思考の確立や認知機能低下の予防
につながることで、精神的な自立が期待できる。
　加須市スポーツ施設整備計画（素案）に、武道館新設があり大賛成である。
　また、加須市民運動公園を屋外競技メインにした整備、騎西総合体育館を屋内競技
メインにした整備を行い、近隣地域の体育施設にない施設を整備することで、加須市
民のみでなく近隣からも利用者が増えることが期待できる。

反映しない

　本計画は、本市のスポーツ施策を推進する拠点となるスポーツ施設の整備の
方向性を示すものです。
　本計画は、施設の老朽化状況等を踏まえ、施設の再配置や整備の基本方針を
定め、既存体育館の再編後のイメージ図を示したものです。
　いただいたご意見については、本計画には反映しないものの今後の参考とさ
せていただきます。
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(該当)
ﾍﾟｰｼﾞ

　スポーツを行う人を増やすための対策として、各スポーツのメリットや魅力を紹介
し、もっとそのスポーツを知ってもらう、触れてもらうことが必要である。また、気軽に
体験、相談できる仕組みが必要である。

　スポーツ施設に行きたくなる施設整備が必要。スポーツをやりたいが、加須市以外
にいっている人も少なくない。市民が、加須市の体育施設を使用し、加須市に利用料
を支払う、その仕組みを整備することにより、運営面の収支のマイナスを縮小するこ
とにつながる。

　個人スポーツ希望者が増加傾向にある。コロナ後は集団行動の制限があったため、
その影響で、自分の都合、自分のペースでやりたいという傾向が残っているのかもし
れない。その結果、自分の自由な時間に自由に使える場所が必要とされているため、
体育施設側も、そのニーズにこたえる利用方法を考えていく必要があると思われる。

　平日の稼働率が低いのは、仕事をしている年齢層は夜、休日利用が多いため。
曜日、時間に関係なく、おしなべて利用される仕組みを考える必要がある。
　加須市民のみではなく、近隣市町村の利用者を確保することも考えて整備を進める
必要がある。つまり、近隣施設にないものを整備することで、遠方からの利用者も確
保する。いい意味での周囲施設との差別化を図る。
　個人利用のみではなく、大会や講習会等の毎年行われる団体利用の確保ができれ
ば、安定した稼働率アップが期待できる。各スポーツ団体に整備すべき仕様をしっか
り確認し、県体や国体で使われている施設に近いものにしていく必要がある。
　部活動の外部移行が進めば、学生の利用が恒常的に増加する。
　小～中～高校生が、学校の練習環境が不十分の場合、部活動やクラブチームの練習
以外の時間に自主練で利用しやすい環境にすることで、稼働率アップにつながる。
　各種目のスクールを企画することで、部活動、クラブチーム、連盟に所属している人
も含めて、さらなるレベルアップにつながるような有料教室を作る。

　収入をあげるためには利用率アップ、支出を減らすためには最初の設備投資がか
かっても、将来の維持費を減らすよう最新の方法での修繕、新設を考える必要があ
る。合併のため、広い地域の加須市民が自分の近い地区で活動をしたいという希望は
当然だが、収支を見た場合、収入がほとんどなく、維持管理費の捻出ができていない
のであれば、集約することはやむを得ない。
　しかし、遠方になったためスポーツをやめてしまう、という加須市民が増えたら、整
備した意味がなくなってしまう。デマンドバスのみでは予約が取れない可能性がある
ため、巡回バスや、乗合タクシー、等の交通手段の整備が必要と考える。
　
　飲食店や売店を整備することで、テナント料の収入を得る。また、スポーツのみでは
なく、買い物や食事にくる利用者を増やす。

　広告、ネーミングライツ等を可能な範囲で有効に利用し、広告料の収入により少しで
も収入をアップし、支出を減らす方法を利用すべき。

　武道館の配置は、剣道場、柔道場との兼ね合いもあるが、弓道場の向きは、南北方
向で北側に射場を置くこと（南に向かって射る）が最善、東に向かって射るように配置
するのが次善、とされている。
　トイレ、更衣室、等を騎西総合体育館と共有する場合、どこの場所にいても、同じくら
いの距離になるような配置が望ましい。また、道着を来ているので、普通のトイレよ
り、少し広めなら尚いい。
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